
 三笠市幾春別森林鉄道について紹介します。幾春別森林鉄道は,三笠町内の国有林の木材資源を利用

するために、幾春別地区及び桂沢地区に敷設されました。森林鉄道は木材運搬のみならず、奥地の一般

住民も利用することが出来ました。鉄道沿線に桂沢ダムが建設され、代替林道が建設されたこと、住民

の転居が進められたことから昭和 30 年（1955 年）に廃止されました。 

幾春別御料林森林鉄道路線図 
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http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9E%97%E9%81%93
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橋 梁  

ようようとしたコ

ースをあえぎあえぎ

ながら登れば、湯ノ沢

縦断橋にさしかかる。

頭上の風化した岩石

に悪い予感がしきり

にするところである。

人待ち顔の退避線が

目のすみを流れ去っ

ていく。 

（昭和 31 年作製・幾

春別森林鉄道記録写

真帖より・写真提供者 

堀川林業株式会社） 

 

蒸気機関車 

 

盤の沢へ到着。列車の中継所であり、又、かって開拓者たちの拠点でもあったので一寸したアメ

リカ西部の雰囲気を持っていた。開拓者相手の売店でキビダンゴをかじりながら焼けたエンジンを

冷やすのも日課のひとつであった。 

（昭和 31 年作製・幾春別森林鉄道記録写真帖より・写真提供者 堀川林業株式会社） 

 

 

 

 


